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ニホンスッポン（広義のPelodiscus sinensis）は長らく日本列島を含む東アジア地域に広く分布するとさ

れてきたが，近年のDNA塩基配列の解析に基づき複数種に分ける分割説が普及しつつある．その説に

基づくと日本列島に在来分布するものはP. maackiiないしはP. japonicusとなり，大陸中国には狭義のP.

sinensis等が生息する（詳しくは，Suzuki and Hikida, 2014; 岡本ら, 2019を参照されたい） ．以下本稿で

は， 狭義のP. sinensisをチュウゴクスッポンと呼ぶ．チュウゴクスッポンは大陸中国・台湾などが自然分

布域とされる（Turtle Taxonomy Working Group, 2017） ．南西諸島には自然分布しないが，沖縄島以南

の多くの島に導入され定着している（Sato and Ota, 1999;自然環境研究センター, 2019） ．

チュウゴクスッポンは通常淡水環境に生息しているが，筆者の一人和智は，2020年５月４日に沖縄県う

るま市照間海岸の砂と礫が混じる浜で1匹のチュウゴクスッポンを確認したのでここに報告する．目測での

甲長は25 cm・性別は不明である．当日の天気は晴れていたが，前々日に130 mmを超える降水があった

（気象庁，2020）．その状況から，降水によって周辺のタイモ畑や水路などが増水し，海岸へ流されてきた

可能性が高いと考えられる．

スッポン科の一部の種は汽水や海水環境から見つかることがあり，広義のP. sinensisにおいても海水

濃度の半分程度の塩水への耐性を持つことが飼育実験によって示されている(Lee et al., 2006)．さらに

図１． 海岸で発見されたチュウゴクスッポン（2020年5月4日11時47分撮影）
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体内でできた尿素を，腎臓を介した尿として排泄するのではなく，口から排出することも知られており，そ

の特性から汽水や海水環境への適応の可能性が指摘されている(Ip et al., 2012)．このような背景から

チュウゴクスッポンは海を渡ることで分布を拡大させる可能性があると言える．本種は外来種であるため，

防除対策を構築する際には洋上分散についても検討する必要がある．そして今回の観察事例により特に

降水量が多い時期にはミシシッピアカミミガメ（山本・亀崎, 2011; 楠田・杉浦, 2016; 谷口・亀崎, 2017）と

同様に洋上分散の可能性が高まることが懸念される．
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